
 

 

 

 

 
学校の教育目標「ふるさとを愛し 自ら学び 心豊かで実践

力のあるたくましい生徒の育成」を達成するため、育成を目

指す資質・能力を「言語能力（思いや考えを表現する力）」

と定め、重点目標、達成指標、取組指標等を定めた「戸次中

学校マネジメントツール」をもとに、組織的に検証・改善を

行っています。 

本校は「生徒と共有する授業像」として、①生徒による授

業評価と授業自己評価による改善点の明確化②生徒と共に作

る「学習目標」の設定③新戸次スタ

ンダードのブラッシュアップ を行

うことで、「一人一人が自分の考え

を持ち、友だちと伝え合い、認め合

い、学び合うことのできる授業」を

目指しています。これらの内容はと

ても具体的なもので、特に目的と相

手を明確にした協働的な学びの場の

設定（→）については、どの教科等においても

意識する必要があるものですね。     

今回参観した授業においても、そのよう点を

意識した授業が行われており、特に保健体育や

家庭科での課題を明確にした指示や、理科の全

員参加の学び合いは

他教科において、大

いに参考になると思

いました。 

今後は、教師の立

ち位置については、

生徒を俯瞰的に見る

ことで、個々の生徒

の様子や、学び合い

の内容等を形成的に

評価し、次への活動

に活かされるとよい

と感じました。 
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